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売上高 営業利益

2成長の軌跡

（単位：百万円）

2001年 2月 株式店頭登録（現JASDAQ）

2012年 5月 東京証券取引所市場第二部上場

2014年 7月 東京証券取引所市場第一部上場
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2017年６月期 増減

金額 売上比％ 金額 増減比％

売 上 高 23,723 100.0 27,109 100.0 3,385 +14.3

売 上 総 利 益 3,486 14.7 4,016 14.8 529 +15.2

営 業 利 益 1,727 7.3 2,193 8.1 466 +27.0

経 常 利 益 1,676 7.1 2,206 8.1 530 +31.6

親会社株式に帰属する

当 期 純 利 益 916 3.9 1,176 4.3 260 +28.5

2018年６月期

金額 売上比％

■ 部品セグメントは、電子部品コネクタがスマートフォン向け需要が拡大し、
自動車電装向け部品コネクタは堅調を維持
中国子会社は自動車電装向部品コネクタの比率を高め業績改善

■ 機械器具セグメントは、各種自動機器が好調で売上増加
■ 2018年６月期は増収増益

連結損益計算書

（単位：百万円）
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セグメント別売上高 計画と実績

2018年6月期

（通期計画）

2018年6月期

実績
増減

金額 構成比％ 金額 構成比％ 金額 ％

■ 金型 1,680 6.2 1,656 6.1 △24 △1.5

■ 部品 21,039 78.1 21,061 77.7 21 +0.1

■ 電子部品コネクタ 13,672 50.7 13,542 50.0 △130 +1.0

■ 自動車電装部品コネクタ 7,366 27.3 7,519 27.7 152 +2.1

■ 機械器具 4,221 15.7 4,380 16.2 158 +3.7

■ その他 10 0.0 11 0.0 0 +3.3

合計 26,953 100.0 27,109 100.0 155 +0.6

セグメント別売上高 前年比較

連結事業別セグメント情報

2017年6月期 実績 2018年6月期 実績 増減

金額 構成比％ 金額 構成比％ 金額 ％

■ 金型 1,585 6.7 1,656 6.1 71 +4.5

■ 部品 18,674 78.7 21,061 77.7 2,387 +12.8

■ 電子部品コネクタ 11,290 47.6 13,542 50.0 2,252 +19.9

■ 自動車電装部品コネクタ 7,384 31.1 7,519 27.7 134 +1.8

■ 機械器具 3,452 14.6 4,380 16.2 927 +26.9

■ その他 11 0.0 11 0.0 0 △0.3

合計 23,723 100.0 27,109 100.0 3,385 +14.3

（単位：百万円）

（単位：百万円）



5連結事業別セグメント情報

金型

6.1%

電子部品

コネクタ

50.0%

自動車電装

部品コネクタ

27.7%

自動機器

8.5%

医療組立

7.6%

その他

0.0%

2018年6月期セグメント別売上高構成

【部品】
■ 電子部品コネクタは、スマートフォン向けと車載向けが中心
■ 自動車電装部品コネクタは堅調に推移
■ 売上高は21,061百万円、前年同期比+12.8%

【機械器具】
■ 自動機器：車載関連装置と医療関連装置が中心で好調に推移
■ 医療組立：主力製品が計画通りに推移
■ 売上高は4,380百万円、前年同期比+26.9％

747 722 800 785 788 868

16/6上期 16/6下期 17/6上期 17/6下期 18/6上期 18/6下期

金型

5,866 4,895 5,403 5,887 7,212 6,330 

3,799 
3,775 3,697 3,687 

3,721 
3,798 

16/6上期 16/6下期 17/6上期 17/6下期 18/6上期 18/6下期

自動車電装部品コネクタ 電子部品コネクタ

697 840 665 
973 1,152 1,160 

845 
895 

885 
929 

986 1,080 

16/6上期 16/6下期 17/6上期 17/6下期 18/6上期 18/6下期

自動機器 医療組立

【金型】
■ 電子機器向け金型は高機能端末向けコネクタ用と車載コネクタ用

が中心。自動車向け金型には試作用も含まれる
■ 売上高は1,656百万円、前年同期比+4.5％

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

機械器具

16.2％

部品
77.7％



6連結貸借対照表

17/6期
期末

18/6期
期末

増減額

流動資産 9,003 11,772 2,768

現金及び預金 1,578 3,284 1,705

売掛金 4,952 5,443 491

たな卸資産 2,102 2,648 545

固定資産 10,680 11,988 1,307

有形固定資産 8,798 10,116 1,318

無形固定資産 60 84 23

投資その他の資産 1,821 1,787 △34

資産合計 19,684 23,760 4,075

流動負債 4,906 5,426 520

支払手形及び買掛金 2,108 2,402 293

短期借入金+

一年内返済予定長期借入金
1,649 1,726 77

未払法人税等 304 556 251

固定負債 1,561 2,257 696

長期借入金 228 927 699

純資産 13,216 16,075 2,859

負債及び純資産合計 19,684 23,760 4,075

17/6期
期末

18/6期
期末

流 動 比 率 183.5% 216.9%

当 座 比 率 133.1% 160.8%

固 定 比 率 82.6% 76.2%

自己資本比率 65.7% 66.2%

17/6期
期末

18/6期
期末

短期借入金 1,348 1,245

一年内返済予定
長期借入金 300 480

有利子負債

17/6期
期末

18/6期
期末

1,877 2,654

財務体質は

健全な水準を維持

（単位：百万円）
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単位：百万円

【営業活動によるキャッシュフローの主な項目】

税 引 前 当 期 純 利 益 2,190百万円

減 価 償 却 費 1,570百万円

売上債権の増減（増加：△） △499百万円

たな卸資産の増減（増加：△） △539百万円

仕入債務の増減（減少：△） 296百万円

連結キャッシュフロー計算書

【財務活動によるキャッシュフローの主な項目】

短 期 借 入金 の純増 加 額 △46百万円

長 期 借 入 金 の 返 済 △470百万円

配 当 金 の 支 払 額 △136百万円

非支配株主への配当金の

支 払 額
△230百万円

【投資活動によるキャッシュフローの主な項目】

有形固定資産の取得による支出 △3,061百万円

2017/6期 2018/6期

営業活動によるキャッシュフロー 1,975 2,436

投資活動によるキャッシュフロー △1,750 △3,122

フリーキャッシュフロー 225 △686

財務活動によるキャッシュフロー △113 2,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 52 △60

現金及び現金同等物の増加額 163 1,705

現金及び現金同等物の期末残高 1,291 2,996

-3,500

-2,500

-1,500

-500

500

1,500

2,500

2017/6期 2018/6期

営業CF 投資CF

財務CF 現金及び現金同等物期末残高

フリーCF

（単位：百万円）



事 業 方 針
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モノ作りNo.1を目指して：電子部品コネクタ 機械
器具

部品金型

事業セグメント

独自技術と融合技術の深化

電子部品コネクタ＝用途別の売上比率（％）単位：百万円
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13/6期 14/6期 15/6期 16/6期 17/6期 18/6期 19/6期（予）

売上推移（13/6期を100％）

リフロー炉 ディスペンサー フィーダー関連 自動車関連 医療関連 その他スペア

モノ作りNo.1を目指して：機械器具（自動機器） 機械
器具

部品金型

事業セグメント

技術力・提案力を活かし新たな分野にもチャレンジ

18/6期 売上構成比率

自動車関連, 

55.1%

医療関連, 

23.8%

フィーダー, 8.3%

ディスペンサ, 

6.6%

リフロー炉, 0.0%

その他, 6.2%

100.0%

130.5%

161.3%
165.7%

178.5%

251.4%
260.5%
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0
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1,000

1,500

2,000
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19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期 25/6期

売上予測

成長分野① 新たな事業の確立 部品金型

事業セグメント

Tier1（ティアワン）向け車載部品ビジネス
（２次電池向け部品事業を含む）

単位：百万円

機械
器具

※グラフは現時点での受注済アイテム、及び
近い将来での受注予定アイテムの売上です。
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機械
器具

部品金型

事業セグメント

1,088 1,100 1,149 
1,251 1,322 

1,474 
1,635 

1,756 

979 

1,410 

1,659 

1,790 

1,998 

2,225 

2,316 
2,316 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

18/6期 19/6期 20/6期 21/6期 22/6期 23/6期 24/6期 25/6期

アイテム１ アイテム２単位：百万円 売上予測

成長分野② 有力となる事業の拡大

医療組立の今後の展望について

※アイテム１、及びアイテム２は
カテーテル関連の医療器具です。
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自社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ装置 LEDﾌﾘｯﾌﾟﾁｯﾌﾟ実装機 量産への取組み 機械
器具

部品金型

事業セグメント

LED 市場の成長と新たなアプリケーションの台頭

55%22%

9%

7%

4% 2% 1%

中国 台湾 日本 韓国 その他アジア 北米 欧州

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

LEDチップ生産量予測 (単位 :億チップ )

• SONY､ SAMSUNG等がRGBディスプ
レイのテスト生産を開始

• 大手LEDチップメーカーよりMini LEDの
サンプル出荷始まる

• エリア駆動式バックライトで､ ディスプレイ
向けLED使用量が急増

• LEDの小径化需要でフリップチップ化が
急ピッチ

• フリップチップ実装装置の需要が急増

13



機械
器具

部品金型

事業セグメント

自社ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ装置 LEDﾌﾘｯﾌﾟﾁｯﾌﾟ実装機 量産への取組み

BDM-1000

• 業界最速のLEDフリップチップ実装装置

• 業界初のウエハーダイレクト工法*により､
高い信頼性を担保

• 業界唯一のACP接合専用設備
*特許出願公開中

量産型試作機の製造を開始 開発は最終段階へ

• 海外ディスプレイメーカー向け
RGBチップ実装テストを開始

• ACPメーカーとの協業による
Mini LEDの実装テストを開始

• 海外LEDメーカーとの協業によ
る次世代バックライトユニットの
実装テストを開始

14



今 期 の 見 通 し
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2018年６月期 2019年６月期予想 増減

金額 構成比％ 金額 構成比％ 金額 ％

■ 金型 1,656 6.1 1,759 6.2 103 +6.3

■ 部品 21,061 77.7 21,761 76.3 699 +3.3

■ 電子部品コネクタ 13,542 50.0 14,005 49.1 463 +3.4

■ 自動車電装部品コネクタ 7,519 27.7 7,755 27.2 235 +3.1

■ 機械器具 4,380 16.2 4,976 17.5 595 +13.6

■ その他 11 0.0 11 0.0 0 △2.4

合計 27,109 100.0 28,507 100.0 1,398 +5.2

通期連結業績見通し セグメント別

セグメント別売上高 前期と比較

18/6期：セグメント別売上高構成

電子 50.0%

部品 76.3%

（△ 1.4 P）

自動車 27.7％

部品 77.7%

金型 6.1%

機械器具 16.2%

その他 0.0%

電子 49.1%

（△ 0.9 P ）

自動車 27.3%

（△ 0.4 P）

機械機器 17.5%

（+ 1.3 P）

金型 6.2%

（ + 0.1 P）
その他 0.0%

（）内は前期比

19/6期（予）：セグメント別売上高構成 今期のPoint

医療器具
増産体制の構築

車載向け部品の
量産開始

（単位：百万円）
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通期連結業績見通し

売上高 28,507百万円

営業利益 2,024百万円
7.1％

経常利益

親会社株主に帰属
する当期純利益

27,109百万円

2,193百万円
8.1％

2019年６月期見通し2018年６月期 増減率

+5.2 %

△7.7%

△11.5%

△8.0%

1,953百万円
6.9％

2,206百万円
8.1％

1,082百万円
3.8％

1,176百万円
4.3％

下段：利益率

下段：利益率

下段：利益率
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株主還元について

1. 配当について

2. 株主優待について

■2019年6月30日を基準とする株主優待内容

■2020年6月30日以降を基準とする株主優待内容

0

5

10

15

20

25

30

10/6期 11/6期 12/6期 13/6期 14/6期 15/6期 16/6期 17/6期 18/6期 19/6期(予)

3.00円

22.00円 22.00円 22.00円 22.00円 11.00円22.00円 22.00円 11.00円 11.00円

2015年7月1日付
株式分割実施
（1株→2株）

11.00円

5.00円 5.00円

2.00円

東証二部上場の記念配当

80周年の記念配当

東証一部指定の記念配当

85周年の記念配当

保有株式数 継続保有期間 優待内容

200株以上1,000株未満 １年以上 1,500円相当の地元名産お菓子詰め合わせ

1,000株以上 １年以上 2,500円相当の地元名産お菓子詰め合わせ

保有株式数 継続保有期間 優待内容

200株以上1,000株未満 半年以上 1,500円相当の地元名産お菓子詰め合わせ

1,000株以上 半年以上 2,500円相当の地元名産お菓子詰め合わせ

18
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ir2006@suzukinet.co.jp 代表取締役社長 鈴木 教義
取締役 専務執行役員 横山 勝登

Being an 

“Only-One Company”

お問い合わせ

本資料は、2018年6月期決算の業績に関する情報の提供と、当社に対するご理解をより深めて頂くことを目的としたものであ
り、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は2018年6月末時点の
データに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報
の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後予告なしに変更されることがあります。
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参 考 資 料
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※ 2018年6月末現在

会社概要

経 営 理 念 「不への挑戦」 微細金型技術の徹底的な精度追求＝不可能への挑戦

商 号 株式会社鈴木 英語名：SUZUKI CO., LTD.

創 立 1933年6月10日

本 社 長野県須坂市大字小河原2150-1

上 場
2001年2月16日 JASDAQ

2014年7月31日 東京証券取引所市場第一部 証券コード：6785

代 表 者 代表取締役社長 鈴木教義

事 業 内 容
電子部品コネクタ、電子部品搭載装置、半導体関連装置、各種精密プレス金型・
モールド金型の製造・販売

資 本 金 24億3,747万円

発 行 済 株 式 数 14,390,000株（100株単位）

関 連 会 社

【連結子会社】 国内：S&Sコンポーネンツ株式会社（持株比率：51.0%）、

中国広東省：鈴木東新電子（中山）有限公司（持株比率：80.0%）、中国香港：鈴木東新電子（香
港）有限公司（持株比率：80.0％）、インドネシア共和国：PT. SUGINDO INTERNATIONAL（持株
比率：99.9％）、PT. GLOBAL TEKNINDO BERKATAMA（持株比率：93.6％）

従 業 員 【連結】 823名 【単体】 526名

21



株主の状況 （2018年6月末日現在）

●大株主情報
●株主数の推移

●所有者別株式分布状況

株主数（名） 株式数（株） 株式数分布比率

個人・その他 19,095 7,596,751 52.79%

その他法人 120 2,937,500 20.41%

金融機関 22 2,903,500 20.18%

金融商品取引業者 34 591,556 4.11%

外国法人等 69 356,280 2.48%

自己株式 1 4,413 0.03%

個人･その

他 52.79%

その他法人

20.41%

金融機関

20.18%

金融商品取

引業者

4.11%

外国法人等

2.48%

自己株式

0.03%

株主名 持株数（株） 議決権比率（％）

有限会社スズキエンタープライズ 2,272,600 15.80

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 986,600 6.85

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 717,300 4.98

鈴木従業員持株会 696,804 4.84

鈴木 教義 349,440 2.42

株式会社八十二銀行 310,000 2.15

髙野 忠和 295,200 2.05

野村證券株式会社 250,950 1.74

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 221,300 1.53

小島 まゆみ 208,000 1.44
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業界最高レベルの
精密金型の設計・製造

金型： ～長年の研鑽による匠の技：当社のコア技術～

電子部品や自動車
電装部品の量産加工

部品： ～金型を用いた精密部品の量産加工～

実装機や省力化機器の
設計開発

医療関連器具の組立

機械器具： ～金型・部品事業で培った技術ノウハウの応用～

売上構成比：6.1 ％

売上構成比：77.7 ％

売上構成比：16.2％

※売上構成比：2018年6月期の数値

事業内容～微細金型技術を核とした精密プレス部品製造を主力とするメーカー 23



受注自動車部品メーカー

（住友電装様）

電子部品メーカー

（国内ほぼ全て）

機械装置メーカー等

医療機器メーカー

金型 部品

微細金型
設計開発

自動車電装部品コネクタ
【S&Sコンポーネンツ（株）】

微細金型
設計開発

外販

社内型

機械器具

実装機 専用機

医療機器組立

納品

電子部品コネクタ
【国内工場、鈴木東新電子】

量産加工

事業内容 ～事業系統図～ 24



「金型」

「プレス加工」

展開及び組付け時の金型の外観

一般的な加工工程のレイアウト

「金型」と「プレス量産加工の工程」 25


